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施設の供用期間及び供用時間 

１ 開園時間 

区分 期間 時間 

渓松園 

第１会議室 

4 月 1 日～3 月 31 日 

9 時 00 分～16 時 00 分 

第２会議室 

講習室（図書室） 

休憩室 

ロビー 

大集会室 

機能回復訓練室 

囲碁将棋室 

ゲートボール場 

保健室 
9 時 45 分～12 時 15 分 

13 時 00 分～15 時 45 分 

男子浴室・女子浴室 10 時 00 分～15 時 00 分 

食堂・売店 休止中 

若竹園 

集会室 

9 時 00 分～16 時 00 分 

談話展示コーナー 

機能回復訓練室 

娯楽室 

会議室 

和室 

講習室 

図書室 

健康相談室 
9 時 30 分～12 時 00 分 

12 時 45 分～16 時 00 分 

男子浴室・女子浴室 10 時 30 分～15 時 00 分 

ミニゲートボール場 休止中 

 

２ 休園日 

区  分 期  間 備  考 

渓松園・若竹園 
１２月を除く毎月第４月曜日 

及び 12 月 28 日～１月３日 
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３ 人員体制（令和６年 4 月 1 日時点の予定）1 日あたりの配置人数 

区  分 職  種 人 数 職  種 人 数 

渓松園・若竹園 

所長 

（責任者） 
1 名 

管理庶務スタッフ 

（常勤職員） 
1 名 

管理庶務スタッフ 

（非常勤職員） 
1 名 

看護スタッフ 

（非常勤職員） 
1 名 

 

指定管理者事業実施計画（条例及び協定で定められた業務を含む） 

１ 日常的な管理業務（消防計画に基づく業務を除く） 

渓松園・若竹園（共通） 

業 務 名 実 施 内 容 

利用の承認等に関する業務 施設の利用承認、取消し業務 

受付業務 接客及び利用案内を行う業務 

施設巡回業務 職員による安全点検を含めた施設巡回業務 

施設及び設備の日常点検 施設及び設備等の運営に係る日常点検業務 

清掃業務 施設全般の安全かつ快適な空間を維持する業務 

機械警備業務 遠隔による警備業務 

駐車場・駐輪場・歩行者用通路の管理業務 職員による区域内の安全を確保し、事故防止と利便性の向上を図る業務 

設備・機器等利用調整業務 浴室等の設備や電位治療器等の機器の利用調整を行う業務 

浴室の衛生管理業務 浴室に関する水質を適切に管理する業務（浴槽完全換水、浴槽清掃を含む。） 

館内利用指導業務 カラオケ実施時の機器操作及び利用者の整理業務 

特殊簡易公衆電話の管理 館内設置の公衆電話を管理する業務 

健康相談業務 健康に関する相談受付業務 

看護業務 看護師による血圧測定、健康相談の受付、けが人及び急病人の対応受付業務 

拾得物管理業務 施設内拾得物の管理に関する業務 

備品・消耗品の管理業務 備品・消耗品の適正な管理業務 

防火管理業務 火気管理や避難施設の管理業務 

自動体外式除細動器点検業務 自動体外式除細動器に関する点検業務（インジケータ等の目視点検含む） 

 

渓松園 

業務名 実施内容 

利用調整に関する業務 老人会との利用調整に係る業務 

危険物・ボイラー取扱業務 浴室運営に係る業務 

送迎バス管運行業務 団体の送迎や遠方からの利用者が乗車するバスの運行管理 

通信カラオケシステムの設置及び管理業務 
大集会室への通信カラオケシステムの設置及び管理業務 

利用可能日：休所日を除く毎日 
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若竹園 

業務名 実施内容 

陶芸窯の管理業務 陶芸窯の利用に関する受付及び陶芸窯の温度管理業務 

ボイラー取扱業務 浴室運営に係る業務 

通信カラオケシステムの設置及び管理業務 
大集会室への通信カラオケシステムの設置及び管理業務 

利用可能日：月・水・金曜日 

 

２ 施設設備の保守点検計画 

渓松園 

業務名 実施内容 実施時期 

電位治療器保守点検業務 電位治療器の維持管理 4・8・12 月 

自動扉保守点検業務 自動扉の保守点検 4・7・10・1 月 

空調設備保守点検業務 空調設備の保守点検及び洗浄（隔年）※  

温水ボイラー点検整備業務 温水ボイラーの保守点検 12 月 

※空調設備保守点検は隔年の実施（令和５年度、令和７年度）。 

 

若竹園 

業務名 実施内容 実施時期 

電位治療器保守点検業務 電位治療器の維持管理 4・8・12 月 

自動扉保守点検業務 自動扉の保守点検 
1 階 5・8・11・2 月 

2 階 8・2 月 

空調設備保守点検業務 

オンライン監視 毎日 

定期点検 10 月 

エアフィルター清掃 6・10 月 

陶芸窯保守点検業務 陶芸窯の保守点検 5 月 

ボイラー保守点検業務 ボイラーの保守点検 8・2 月 

電気時計保守点検業務 施設内設置の電気時計の保守点検 7 月 

ポンプ保守点検業務 上水給水ポンプ等の保守点検 7・1 月 
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３ 施設の衛生管理業務計画（日常的な業務を除く） 

業 務 名 実 施 内 容 
実施時期 

渓松園 

実施時期 

若竹園 

定期清掃業務 床やガラス等の定期清掃 12 月 

害虫駆除業務 施設内の害虫駆除 随時 

循環ろ過装置消毒及び逆洗 
ろ過機の消毒 週 1 回 

ろ過機の逆洗 週 1 回 

自動体外式除細動器点検業務 定期点検（消耗品等の交換含む） 随時 

ろ過機点検及び配管洗浄業務 

ろ過機の保守点検 5・1 月 

ろ材の交換（隔年）※ 12 月 

浴槽配管洗浄 6 月 5 月 

浴槽消毒業務 浴槽の消毒 月 1 回 毎日 

※ろ材の交換は隔年の実施（令和４年度、令和６年度、令和８年度）。 

 

渓松園 

業 務 名 実 施 内 容 実 施 時 期 

汚水槽清掃業務 汚水槽の定期清掃 5・11 月 

ボイラー清掃業務 
ノズルの清掃 5・8・10・2 月 

煙突内清掃 5 月 

 

若竹園 

業 務 名 実 施 内 容 実 施 時 期 

受水槽・貯湯槽清掃 受水槽及び貯湯槽の清掃 11 月 

 

４ 法令に係る設備点検計画 

渓松園・若竹園（共通） 

業 務 名 実 施 内 容 実 施 時 期 

消防設備保守点検 消防法に係る法定点検 9・2 月 

自家用電気工作物保安管理 電気事業法による自家用電気工作物の保守点検 毎月※ 

衛生検査（浴槽水質検査） 公衆浴場法に係る検査 7・1 月 

簡易水道水質検査 水道法に係る検査 6・１２月 

建築設備定期点検 建築基準法に基づく法定点検 １０月 

空気環境測定 建築物環境衛生管理基準に基づく法定点検 奇数月 

衛生害虫生息調査 建築物環境衛生管理基準に基づく法定点検 ７・１月 

※偶数月は遠隔点検。 
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渓松園 

業 務 名 実 施 内 容 実 施 時 期 

地下タンク漏洩機密検査 消防法に係る法定点検 7 月 

受水槽高架水槽清掃業務 ビル管理法に係る定期清掃 8 月 

 

若竹園 

業 務 名 実 施 内 容 実 施 時 期 

昇降機保守点検 
遠隔監視による機械点検 毎日 

建築基準法に係る法定点検 4・7・10・1 月 

アスベスト調査※ アスベストにおける関係法令等に係る法定点検 8・2 月 

※煙突周辺の大気環境調査。 

 

５ その他定期的な維持管理業務 

渓松園・若竹園（共通） 

業 務 名 実 施 内 容 実 施 時 期 

一般廃棄物処理業務 一般廃棄物の収集及び処理 毎月 

樹木剪定業務（除草含む） 施設敷地内の樹木剪定 随時 

小規模修繕 施設の小規模修繕の実施 随時 

光熱水費（電気、ガス、水道、下水道）の管理 光熱水費の適切な管理 毎月 

 

６ 緊急事態への予防管理体制 

（１）消防計画における施設等点検体制 

  ア 日常の自主点検 

渓松園・若竹園（共通） 

点検事項 実施回数 実施時期 

火気関係 1 回 終業時 

避難（閉鎖）障害等 ２回以上 始業時、巡回時 

 

イ 建物等の自主検査 

渓松園・若竹園（共通） 

検査対象 検査実施日 検 査 員 

建物 年２回 各火元責任者 

火気設備器具 年２回 各火元責任者 

電気設備 年２回 各火元責任者 
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ウ 消防用設備の定期点検 

渓松園 

点検種別 

点検対象 

自主点検 法定点検 

外観点検 点検者 機能点検 総合点検 点検者 

消火器具 

年２回 各火元責任者 ９月 ２月 保守委託業者 自動火災報知設備 

誘導灯及び誘導標識 

   

若竹園 

点検種別 

点検対象 

自主点検 法定点検 

外観点検 点検者 機能点検 総合点検 点検者 

消火器具 

年２回 各火元責任者 ９月 ２月 保守委託業者 

自動火災報知設備 

誘導灯及び誘導標識 

非常（火災）通報装置 

非常放送設備 

 

７ 防災のための訓練・教育の実施計画 

（１）防災教育の実施計画 

渓松園・若竹園（共通） 

対 象 者 実施時期及び回数 
実 施 者 

防火管理者 防火担当責任者 火元責任者 

新規採用職員 採用時及び転入時 ○   

正職員及び嘱託職員 9 月、2 月 ○   

臨時職員 必要の都度  ○ ○ 

  ※○印は対象者に対する実施者を示す。 

 

（２）防災訓練の実施計画 

渓松園・若竹園（共通） 

訓練の種別 実施時期 備  考 

消火訓練 

9 月、２月 

水消火器による訓練 

通報・避難訓練 消防機関への通報及び利用者の避難誘導訓練 

総合訓練  
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成果指標達成の目標値 

 

目 標 成 果 指 標 目 標 値 

協定上の成果指標の達成 一日の平均利用者数（人） 

渓松園 161 人 

若竹園 151 人 

 

自主事業実施計画（企画提案事業） 

１ 渓松園 

（1）「健康づくり・介護予防」のための事業 

事業名 内容等 実施予定月 対象 

医師による 

健康相談 

すこやかな高齢期を実現するため、医師による健

康に関する相談を実施し、日ごろ抱えている健康

不安への解消を図ります。 

奇数月 

おおむね 

60 歳以上 

看護師による 

健康相談 

希望者に対して血圧測定を行い、結果に応じて看

護師による健康に関する助言を行います。 
偶数月 

かわり風呂 
ゆず湯や菖蒲湯など、四季を感じていただく「か

わり風呂」を実施します。 
毎月 

まちかど講座 

（定員 20 名予定） 

緑保健センターと連携し、栄養士による、高齢者

の正しい食生活のあり方についての講座を実施

します。 

8 月 

介護予防教室 

（定員 20 名予定） 

大沢地域包括支援センターと連携し、理学療法士

などによるリズム体操や脳トレなどのプログラ

ムを実施します。 

6 月 

健康体操教室 

（定員 20 名予定） 

介護予防、健康増進のために、ワンコインで利用

できる健康体操を実施します。 
毎月 

ドローン体験会 

（定員 20 名予定） 

ドローンを実際に操作する体験会を実施し、きめ

細かな手先の動きなどを伴う操作を通じ、脳の活

性化を図り、認知症の予防につなげます。 

9～10 月 

ラジオ体操の集い 

全館でラジオ体操を放送し、お客様にラジオ体操

の実施を積極的に勧めていくことで、お客様の健

康維持を図ります。 

4・12 月 

認知症サポーター 

養成講座 

（定員 20 名予定） 

大沢地域包括支援センターと連携し、認知症の人

やその家族を見守る応援者である「認知症サポー

ター」を養成するための講座を実施します。 

11 月 制限なし 

 

 

 

 

【新規】 
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（2）「生きがい・仲間づくり」のための事業 

事業名 内容等 実施予定月 対象 

定期映画鑑賞会 

（定員 20 名予定） 

相模原市の視聴覚ライブラリーを活用し、高齢者

に人気のある映画作品を上映します。 
奇数月 

おおむね 

60 歳以上 

「老後のマネープ

ランと相続に向け

た準備」セミナー 

（定員 30 名予定） 

老後のマネープランや相続に向けた準備について

のセミナーを実施します。 
12 月 

みんなで 

歌いましょう 

（定員 30 名予定） 

大沢地域で活動する髙橋由香子氏による歌のリ

ードで、参加者全員で童謡唱歌や歌謡曲を歌いま

す。 

9 月 

いきいき美容教室 

（定員 20 名予定） 

相模原市シルバー人材センターと連携し、女性を

対象としたメイクアップ講習会を実施します。 
1～3 月 

 

（3）地域の防犯・防災・安全を促進する事業 

事業名 内容等 実施予定月 対象 

熱中症予防講座 

（定員 15 名予定） 

大沢地域包括支援センターと連携し、熱中症の知

識とその予防について学ぶ機会を提供します。 
7 月 

おおむね 

60 歳以上 あなたを狙う悪質

商法～こんな商法

にご用心～ 

（定員 20 名予定） 

消費生活総合センターと連携し、契約トラブルの

実例紹介をはじめ、悪質商法に対する注意喚起や

クーリング・オフを含む契約の基礎知識の習得を

図ります。 

2 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新規】 

【新規】 

【新規】 
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（4）地域活性化を推進するための事業 

事業名 内容等 実施予定月 対象 

ふれあい交流事業 

渓松園の近隣にある小学校児童による絵画など

の作品を施設内に展示します。展示期間中は年齢

制限をなくし、世代間交流の促進、地域活性化、

施設ＰＲを図ります。 

９月 

制限なし 敬老の日 

イベント 

バンド演奏やマジックショーを開催し、笑うこと

による免疫力向上を図ります。また、開催日のみ

年齢制限をなくし、世代間交流の促進や、施設Ｐ

Ｒを図ります。 

9 月 

福祉講座 

大沢地区社会福祉協議会と連携し、テーマに沿っ

た映画などを鑑賞し、高齢福祉や障害福祉への理

解を深めることを目的とする。 

2 月 

湯めぐり 

スタンプラリー 

浴室のある公社管理施設をスタンプラリー形式

でめぐることで、各施設の利用促進及び施設 PR

に繋げます。 

2 月 
おおむね 

60 歳以上 

 

（5）その他 

事業名 内容等 実施予定月 対象 

コンビニの 

移動販売 

食堂及び売店の代替として、コンビニ事業者に

よる移動販売を実施し、施設ＰＲ及び地域活性

化を図ります。 

通年 

施設利用者 

及び 

地域周辺の住民 

空室情報の発信 

施設の空室情報の発信を行います。施設ホームペ

ージにおいて、利用者が部屋の空き状況をいつで

も確認できる環境を整えます。 

通年 — 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新規】 

【新規】 
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２ 若竹園 

（1）「健康づくり・介護予防」のための事業 

事業名 内容等 実施予定月 対象 

医師による 

健康相談 

すこやかな高齢期を実現するため、医師による健

康に関する相談を実施し、日ごろ抱えている健康

不安への解消を図ります。 

偶数月 

おおむね 

60 歳以上 

看護師による 

健康相談 

希望者に対して血圧測定を行い、結果に応じて看

護師による健康に関する助言を行います。 
奇数月 

かわり風呂 
ゆず湯や菖蒲湯など、四季を感じていただく「かわ

り風呂」を実施します。 
毎月 

まちかど講座 

（定員 20 名予定） 

ボランティア団体「若東会」会員を講師とし、「木

もれびの森」の四季折々の姿を紹介することで地

域に対する関心と愛着を深めます。 

6 月 

介護予防教室 

（定員 20 名予定） 

大沼地域包括支援センターと連携し、春と秋の年

２回、ヨガを通じて運動機能の維持や健康づくり

を促進します。 

5・10 月 

健康体操教室 

（定員 20 名予定） 

介護予防、健康増進のために、ワンコインで利用で

きる健康体操を実施します。 
毎月 

ドローン体験会 

（定員 20 名予定） 

ドローンを実際に操作する体験会を実施し、きめ

細かな手先の動きなどを伴う操作を通じ、脳の活

性化を図り、認知症の予防につなげます。 

9～10 月 

大人のための 

紙芝居 

紙芝居での感動や喜び、過去の振り返りが脳の活

性化に繋がることで、活動性・自発性・集中力の向

上、認知症の進行予防に繋げます。 

通年 

 

（2）「生きがい・仲間づくり」のための事業 

事業名 内容等 実施予定月 対象 

定期映画鑑賞会 

（定員 20 名予定） 

相模原市の視聴覚ライブラリーを活用し、高齢者

に人気のある映画作品を上映します。 
偶数月 

おおむね 

60 歳以上 
介護に係る 

   お金の話 

（定員 20 名予定）

高齢者にとって心配ごとの一つである介護費用に

ついて、ファイナンシャルプランナーが解説しま

す。 

1１月 

 

【新規】 

【新規】 

【新規】 
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いきいき美容教室 

（定員 20 名予定） 

相模原市シルバー人材センターと連携し、女性を

対象としたメイクアップ講習会を実施します。 
1～3 月 

おおむね 

60 歳以上 

 

（3）地域の防犯・防災・安全を促進する事業  

事業名 内容等 実施予定月 対象 

あなたを狙う悪質

商法～こんな商法

にご用心～ 

（定員 20 名予定） 

消費生活総合センターと連携し、契約トラブルの

実例紹介をはじめ、悪質商法に対する注意喚起や

クーリング・オフを含む契約の基礎知識の習得を

図ります。 

7～8 月 
おおむね 

60 歳以上 

 

（4）地域活性化を推進するための事業 

事業名 内容等 実施予定月 対象 

ふれあい交流事業 

若竹園の近隣にある小学校児童による絵画など

の作品を施設内に展示します。展示期間中は年齢

制限をなくし、世代間交流の促進、地域活性化、

施設ＰＲを図ります。 

11 月 

制限なし 
敬老の日 

イベント 

童謡唱歌を歌う会や、寄席（落語）を開催し、歌

や笑いによる免疫力向上を図ります。また、開催

日のみ年齢制限をなくし、世代間交流の促進や、

施設ＰＲを図ります。 

９月 

認知症カフェ 

（定員 30 名予定） 

大沼地域包括支援センターと連携し、認知症の方

やその家族、地域の方が集い、コーヒー等を飲み

ながら気軽に交流を図るとともに、日ごろの不安

や悩み等の相談を行います。 

12 月 

湯めぐり 

スタンプラリー 

浴室のある公社管理施設をスタンプラリー形式

でめぐることで、各施設の利用促進及び施設 PR

に繋げます。 

2 月 

おおむね 

60 歳以上 
大学生による 

紙芝居・ 

おはなし会 

市立図書館と連携し、相模女子大学の学生によ

る、紙芝居の実演などを行い、世代間交流の促進、

地域活性化を図ります。 

11 月 

 

（5）その他 

事業名 内容等 実施予定月 対象 

空室情報の発信 

施設の空室情報の発信を行います。施設ホームペ

ージにおいて、利用者が部屋の空き状況をいつで

も確認できる環境を整えます。 

通年 — 

 

【新規】 

【新規】 

【新規】 

【新規】 

【新規】 
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 お客様のご意見・ニーズを把握するための実施計画 

 

事業名 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 

利用者アンケート       ○      

ホームページへのご意見 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ご意見箱の設置 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

窓口・電話での意見聴取 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

スタッフの教育及び研修計画 

 

分類 研修名 実施目標等 

基本研修 

新規採用職員研修 
職員として必要な基礎知識を学び、職員となった意識の確立

と職場への適応性を養います。 

中堅職員研修 
中堅職員としての職責の理解を深めるとともに、職務遂行に

必要な知識等を習得し、企画力、判断力等の向上を図ります。 

管理監督者研修 
職員を指導・育成する能力、目標を設定し、遂行するにあた

っての判断力、調整力等を習得します。 

専門研修 

派遣研修 

接遇研修 
接遇・応対の基本や応用を学び、利用者満足度の向上を図る

ことに加え、クレーム対応のスキル習得を目指します。 

普通救命（AED）講習 
応急手当の重要性及び必要性、心肺蘇生法、ＡＥＤの取扱い

を学び、緊急時の対応力向上を目指します。 

人権研修 

人権問題をテーマとした講演会等への参加や人権問題への対

応等を学び、人権意識の向上及び職務遂行能力の向上を図り

ます。 

各種派遣研修 業務に関する専門な知識等を習得します。 

職場研修 職場研修 日常の業務に即した内容の研修を随時行います。 

 

収支予算計画 

別紙「収支予算書」のとおり。 



【指定管理業務に関するもの】 （税込、単位：円）

令和6年度 備　　考

104,085,000

0

事業収入（自主事業を除く） 259,600

雑収入（電話料収入） 2,200 公衆電話利用料収入

5,969,700 控除対象外消費税還付額

110,316,500

令和6年度 備　　考

38,222,000
14,192,000 嘱託職員

2,390,000 保険料等事業主負担

0
21,640,000 臨時職員

施設管理経費 65,060,600
2,200

消耗品費 888,000 事務用・業務用・消耗什器備品費含む

燃料費 1,477,300
印刷製本費 0
食糧費 0
光熱水費（精算） 13,153,000 電気・水道

修繕費（精算） 1,900,000 設備・物品修繕

通信運搬費 332,200 電話料

広告料 0
手数料 121,000 水質検査料

保険料 40,000 現金動産・指定管理者賠償責任保険

機器保守 4,079,790 空調設備・自動扉・消防設備ほか

建築設備定期点検 280,500
樹木剪定 605,000
人材派遣 0
その他 41,108,210 清掃・機械警備・送迎バスほか

テレビ受信料 0
公共施設使用料 0
その他 1,071,400 複写機・カラオケ装置賃借料

2,000 収入印紙

0
0

1,036,000
90,200 講師謝礼

消耗品費 28,600 自主事業用

印刷製本費 0
その他 0

役務費 手数料・保険料 24,000 傷害保険

893,200 健康相談業務・健康体操教室

5,827,000 業務に係る本社人件費・法人税

110,145,600
　収支計　③　（①-②） 170,900

【自主事業の実施に関するもの】
令和6年度 備　　考

100,100 売上手数料収入

0
0
0

100,100

令和6年度 備　　考

0
　物販・物品収入に係る経費 0

0
0
0
0
0

2,000
0

消耗品費 0
印刷製本費 0
その他 0
広告料 0
手数料 0
保険料 2,000 現金動産保険

0
0
0

　 269,000
271,000

　収支計　⑥　（④-⑤） ▲ 170,900

令和6年度 備　　考

0

雑収入（仮払消費税相当額等）

　収入計　①

相模原市立老人福祉センター渓松園及び若竹園　収支予算書

項　　目

収
入

指定管理料

利用料金収入

法定福利費

福利厚生費

賃金

項　　目

支
出

人件費

科
　
目

給与・手当

使用料
･賃借料

公課費

雑費（控除対象外消費税等）

科
　
目

旅費

需用費

役務費

委託料

需用費

委託費

本社管理経費

負担金

事業関連経費

諸謝金

　支出計　②

項　　目

収
入

自動販売機収入

教室事業収入

項　　目

支
出

　自動販売機に係る経費

人件費

物販・物品貸出事業収入

その他収入（コピー機、利息等）

　収入計　④

科
　
目

給与・手当

法定福利費

福利厚生費

賃金

委託費

使用料・賃借料

負担金

教室事業関連経費

科
　
目

諸謝金

需用費

役務費

本社管理経費

　支出計　⑤

項　　目

　収支合計　（③＋⑥）



【指定管理業務に関するもの】 （税込、単位：円）

令和6年度 備　　考

63,596,000

0

事業収入（自主事業を除く） 145,200

雑収入（電話料収入） 1,100 公衆電話利用料収入

4,180,800 控除対象外消費税還付額

67,923,100

令和6年度 備　　考

18,644,000
7,111,000 嘱託職員

1,194,000 保険料等事業主負担

0
10,339,000 臨時職員

施設管理経費 46,215,300
1,100

消耗品費 444,000 事務用・業務用・消耗什器備品費含む

燃料費 1,477,300
印刷製本費 0
食糧費 0
光熱水費（精算） 6,727,750 電気・水道

修繕費（精算） 950,550 設備・物品修繕

通信運搬費 152,900 電話料

広告料 0
手数料 121,000 水質検査料

保険料 20,000 現金動産・指定管理者賠償責任保険

機器保守 1,776,720 空調設備・自動扉・消防設備ほか

建築設備定期点検 194,700
樹木剪定 330,000
人材派遣 0
その他 32,961,280 清掃・機械警備・送迎バスほか

テレビ受信料 0
公共施設使用料 0
その他 546,700 複写機・カラオケ装置賃借料

1,000 収入印紙

0
0

510,300
34,100 講師謝礼

消耗品費 14,300 自主事業用

印刷製本費 0
その他 0

役務費 手数料・保険料 12,000 傷害保険

449,900 健康相談業務・健康体操教室

2,857,000 業務に係る本社人件費・法人税

67,716,300
　収支計　③　（①-②） 206,800

【自主事業の実施に関するもの】
令和6年度 備　　考

46,200 売上手数料収入

0
0
0

46,200

令和6年度 備　　考

0
　物販・物品収入に係る経費 0

0
0
0
0
0

1,000
0

消耗品費 0
印刷製本費 0
その他 0
広告料 0
手数料 0
保険料 1,000 現金動産保険

0
0
0

　 252,000
253,000

　収支計　⑥　（④-⑤） ▲ 206,800

令和6年度 備　　考

0

需用費

役務費

本社管理経費

　支出計　⑤

項　　目

　収支合計　（③＋⑥）

委託費

使用料・賃借料

負担金

項　　目

支
出

　自動販売機に係る経費

人件費

科
　
目

給与・手当

法定福利費

福利厚生費

賃金

教室事業関連経費

科
　
目

諸謝金

収
入

自動販売機収入

教室事業収入

需用費

委託費

本社管理経費

科
　
目

物販・物品貸出事業収入

その他収入（コピー機、利息等）

　収入計　④

　支出計　②

項　　目

使用料
･賃借料

公課費

雑費（控除対象外消費税等）

旅費

需用費

役務費

委託料

項　　目

支
出

人件費

科
　
目

給与・手当

法定福利費

福利厚生費

賃金

負担金

事業関連経費

諸謝金

相模原市立老人福祉センター渓松園　収支予算書

項　　目

収
入

指定管理料

利用料金収入

雑収入（仮払消費税相当額等）

　収入計　①



【指定管理業務に関するもの】 （税込、単位：円）

令和6年度 備　　考

40,489,000

0

事業収入（自主事業を除く） 114,400

雑収入（電話料収入） 1,100 公衆電話利用料収入

1,788,900 控除対象外消費税還付額

42,393,400

令和6年度 備　　考

19,578,000
7,081,000 嘱託職員

1,196,000 保険料等事業主負担

0
11,301,000 臨時職員

施設管理経費 19,881,300
1,100

消耗品費 444,000 事務用・業務用・消耗什器備品費含む

燃料費 0
印刷製本費 0
食糧費 0
光熱水費（精算） 6,425,250 電気・水道・ガス

修繕費（精算） 949,450 設備・物品修繕

通信運搬費 179,300 電話料

広告料 0
手数料 0
保険料 20,000 現金動産・指定管理者賠償責任保険

機器保守 2,303,070 空調設備・昇降機・消防設備ほか

建築設備定期点検 85,800
樹木剪定 275,000
人材派遣 0
その他 8,146,930 清掃・機械警備・アスベスト調査ほか

テレビ受信料 0
公共施設使用料 0
その他 524,700 複写機・カラオケ装置賃借料

1,000 収入印紙

0
0

525,700
56,100 講師謝礼

消耗品費 14,300 自主事業用

印刷製本費 0
その他 0

役務費 手数料・保険料 12,000 傷害保険

443,300 健康相談業務・健康体操教室

2,970,000 業務に係る本社人件費・法人税

42,429,300
　収支計　③　（①-②） ▲ 35,900

【自主事業の実施に関するもの】
令和6年度 備　　考

53,900 売上手数料収入

0
0
0

53,900

令和6年度 備　　考

0
　物販・物品収入に係る経費 0

0
0
0
0
0

1,000
0

消耗品費 0
印刷製本費 0
その他 0
広告料 0
手数料 0
保険料 1,000 現金動産保険

0
0
0

　 17,000
18,000

　収支計　⑥　（④-⑤） 35,900

令和6年度 備　　考

0

相模原市立老人福祉センター若竹園　収支予算書

項　　目

収
入

指定管理料

利用料金収入

雑収入（仮払消費税相当額等）

　収入計　①

項　　目

支
出

人件費

科
　
目

給与・手当

法定福利費

福利厚生費

賃金

使用料
･賃借料

公課費

雑費（控除対象外消費税等）

旅費

収
入

自動販売機収入

教室事業収入

物販・物品貸出事業収入

負担金

本社管理経費

　支出計　②

その他収入（コピー機、利息等）

　収入計　④

事業関連経費

諸謝金

需用費

委託費

項　　目

法定福利費

福利厚生費

賃金

科
　
目

需用費

役務費

委託料

　自動販売機に係る経費

人件費

科
　
目

給与・手当

教室事業関連経費

科
　
目

諸謝金

需用費

役務費

項　　目

本社管理経費

　支出計　⑤

項　　目

　収支合計　（③＋⑥）

委託費

使用料・賃借料

負担金

支
出




